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研究紹介の本⽂： 
あらゆる⽣物学的経路にはタンパク質−タンパク質相互作⽤（PPI）が関わる。この
様々な⽣物学的経路を解明するために、PPI を検出・同定する技術の開発が求められ
ている。我々は、本新学術領域において、ラベル化半径の異なる 2 つのラベル化剤
（TRT と MAUra）を開発し、Ru 光触媒を担持したアフィニティービーズを⽤いて、
タンパク質夾雑系中のリガンド−タンパク質相互作⽤を同定することに成功した。本
研究では、この技術を⽣細胞内での PPI 解析に展開する。Ru 光触媒は、細胞膜透過
性が低いため⽣細胞に適応が困難であった。そこで、有機⾊素から新たな光触媒を開
発し、従来法では検出が困難であった PPI の検出・同定法を確⽴する。 
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